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ＮＹマーケットレポート（2014 年 10 月 13 日) 
昨晩の NY 外国為替市場は、米国がコロンブスデーの休日で主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、序盤は小動きの

展開となりました。その後、世界的な経済成長の減速見通しと、エボラ出血熱の感染拡大が懸念され、株価が大きく下落する動

きとなったことから、ドル円・クロス円は軟調な動きとなりました。ただ、世界的な景気減速で利上げが先送りされる可能性が

あるとの米金融当局者の発言が続いたことや、終盤にボストンの国際空港で航空便が隔離されたとの報道を受けて、ドルが主要

通貨に対して下落する動きとなりました。ドル/円は、9 月 16 日以来の 106 円台まで下落しています。 

 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 

 

21：00 

ドル/円 107.26  ユーロ/円 136.09  ユーロ/ドル 1.2689 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6352.38 +12.41 
ダウ INDEX 

FUTURE 
16458 +22  

 

仏 CAC40 4084.35 +10.64 
S&P500 

FUTURE 
1899.20 +4.90  

 

独 DAX 8829.01 +40.20 
NASDAQ 

FUTURE 
3855.25 +2.25 

 

 
(出所：SBILM) 

 

米国市場の一部は、Columbus Day のため休場。 

 

Columbus Day（コロンブスデー） 

1492 年に北アメリカ大陸にクリストファー・コロンブスが到着したことを記念する祝日。 

ネバダ州、ハワイ州を除くアメリカ合衆国のほとんどの州で休日となる。 

コロンブスデーは、10 月の第 2 月曜日となっている。 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16551.68 +7.58 

ナスダック 4284.45 -8.22 

(出所：SBILM) 

≪ 欧州債券市場 ≫ 

 

欧州債市場は、国債利回りが過去最低水準近辺となっている。米格付け会社が、先週末

にフィンランドの格付けと、フランスの格付け見通しを引き下げ、世界成長見通し悪化

への懸念が強まった。格付け変更を受け、市場では ECB が大量に国債を買い入れ、追加

金融緩和に踏み切る要因が増えたとの見方が広がった。ドイツ 10 年債利回りは、1bp

低下の 0.88％と、先週つけた過去最低水準の 0.859％に迫った。フランスの利回りはほ

ぼ横ばいの 1.25％、フィンランドは 1.00％だが、こちらも過去最低水準近辺で推移し

ている。 
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23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米国がコロンブスデーの休日で、市場参加者が少ないものの、世界

経済の先行きに対する懸念を背景に、先週末の流れを引き継ぎ、主要株価は軟調な展開

が続いている。 

 

≪海外の話題≫ 

ブラジル大統領選第 1 回投票で敗北したマリナ・シルバ元環境相は、26 日の決選投票で

アエシオ・ネベス氏を支持すると表明した。第 1 回投票で 220 万票を獲得したシルバ氏

の支持は、接戦が指摘されている決選投票でネベス氏を優位に導く公算が大きい。シル

バ氏はサンパウロでのイベントで「ネベス氏の公約を踏まえ、決選投票で彼を支持する

ことに決めた」と述べた。 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6366.24 +26.27 

仏 CAC40 4078.70 +4.99 

独 DAX 8812.43 +23.62 

ストック欧州 600 指数 321.56 -0.06 

ユーロファースト 300 指数 1293.91 +0.93 

スペイン IBEX35 指数 10187.30 +36.80 

イタリア FTSE MIB 指数 19139.08 -61.89 

南ア アフリカ全株指数 47368.34 +276.10 
(出所：SBILM) 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、前週末の大幅下落の反動で、割安感が出た銘柄を中心に買われた。ま

た、中国の貿易統計で輸出入が伸びたことも投資家心理を支え、主要株価上昇となった。  
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(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16513.95（+30.15）、 S&P500 1901.06（-5.07）、 ナスダック 4268.40（-7.83) 

 

≪欧州のポイント≫  

①ギリシャ議会は、サマラス内閣に対する信任投票を行い、信任された。サマラス首相

は、EU（欧州連合）、IMF（国際通貨基金）の支援からの早期脱却に対する支持を確認

するため信任投票を実施。サマラス首相が率いる連立与党に所属する議員 155 人すべて

が信任した。 

②カーニー総裁は、ユーロ圏などの低調な景気動向はワシントンで開催された IMF・世

界銀行総会で大きなテーマとなったが、英国の景気回復は国内要因が主にけん引してい

ると説明。「欧州がもたらす問題は、英国の成長にとって追加的な下押し要因になると

いうだけで、BOE の金融政策を決定づけるものではない」と述べた。また、欧州経済の

回復鈍化は、ユーロ圏の近年の危機とは比較にならないとの見方を示した。 

 

1：30 

≪ 要人発言 ≫ 

バイトマン独連銀総裁 

・「金利は必要以上の長期間、低水準にとどまるべきでない」 

・「ECB は物価安定の決意において全会一致」 

・「ECB の ABS 購入計画では質の低さと高価格がリスク」 

・「一部の ECB 措置は責務のグレーゾーン内」 

 

≪ 欧州債券市場 ≫ 

欧州債券市場は、欧州格付け会社がポルトガルの格付けを維持したが、格付けを即時に

引き上げるとの観測が後退したことから、ポルトガル 10 年債が 9 営業日ぶりに下落し

た。一方、先週末に欧州格付け会社がフィンランドの格付けを最上級から引き下げ、フ

ランスについては格付け見通しを引き下げたが、フィンランドとフランスの国債はほぼ

変わらずとなった。また、サマラス首相に対する不信任案は議会で否決されたものの、

ギリシャ国債は値下がりした。 

ポルトガル 10 年債利回りは、前週末比 8bp 上昇の 3.04％となり、前週末に付けた過去

最低から上昇した。ギリシャ 10 年債利回りは、11bp 上昇の 6.71％となり、3 営業日ぶ

りに上昇となった。ドイツ 10 年債利回りは 1bp 未満上昇の 0.89％。 

 

2：45 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンス・シカゴ連銀総裁フィッシャーFRB 副議長 

・「米利上げは、2016 年初頭まで必要ない可能性」 

 

3：50 

NY金は、中心限月が前週末比 8.30ドル高の 1オンス＝1230.00ドルで取引を終了した。 

 



 

                                                       

5 

4：40 

NY原油は、中心限月が前週末比 0.08ドル安の 1バレル＝85.74ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1230.00 +8.30 

NY 原油 85.74 -0.08 
(出所：SBILM) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、世界景気の先行き不透明感を背景に、比較的安全な資産とされる金に資金を

振り向ける動きが優勢となった。また、ドルの上昇が一服し、ドル建てに割安感が出た

ことも相場を支えた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、OPEC（石油輸出国機構）が 11 月の総会で減産に踏み切るとの観測が後退

し、世界的に供給過剰の状態が続くとの見方から売りが優勢となった。終値ベースでは、

2012 年 12 月以来、約 1 年 10 ヵ月ぶりの安値水準となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16321.07 -223.03 16602.41 16310.47 

S&P500 種 1874.74 -31.39 1912.09 1874.14 

ナスダック 4213.66 -62.58 4303.82 4212.87 

(出所：SBILM) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、米国がコロンブスデーの休日で、市場参加者が少ないものの、世界経済

の先行きに対する懸念を背景に、先週末の流れを引き継ぎ、主要株価は軟調な展開で始

まった。その後、一時プラス圏まで上昇したものの、終盤にかけて一段の下落となった。

ダウ平均株価は、序盤からやや軟調な展開で始まった。その後は、一時プラス圏まで上

昇したものの、終盤には下げ幅を拡大し、大幅安となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 106.88  107.51  106.87  

EUR/JPY 136.08  136.30  135.89  

GBP/JPY 172.08  172.81  171.96  

AUD/JPY 93.72  94.31  93.66  

NZD/JPY 84.36  84.78  84.31  

EUR/USD 1.2734  1.2735  1.2664  

AUD/USD 0.8769  0.8787  0.8744  
(出所：SBILM) 

 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米国が休日で主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、ド

ル円・クロス円は、序盤からやや堅調な動きとなった。その後は、株価が軟調な動きと

なったことから、上値の重い動きとなり、終盤には株価が下げ幅を拡大したことから、

ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 
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